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平成２３年第１回砂川市議会定例会

平成２３年３月９日（水曜日）第３号

〇議事日程

開議宣告

日程第 １ 議案第１４号 砂川市専用水道施設条例を廃止する条例の制定について

議案第１７号 砂川市個別排水処理施設条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

議案第２０号 砂川市水道料金等助成条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

議案第２４号 砂川市と中空知広域水道企業団における下水道使用料の算定

に関する事務等の委託に関する規約の変更について

議案第１６号 砂川市特別会計条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１８号 砂川市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て

議案第１９号 砂川市交通安全対策会議に関する条例の一部を改正する条例

の制定について

議案第２１号 砂川市と歌志内市における旅券交付申請及び交付に関する事

務の委託に関する規約の制定について

議案第２２号 砂川市と奈井江町における旅券交付申請及び交付に関する事

務の委託に関する規約の制定について

議案第２３号 砂川市と上砂川町における旅券交付申請及び交付に関する事

務の委託に関する規約の制定について

議案第２５号 市道路線の変更について

議案第 ８号 平成２３年度砂川市一般会計予算

議案第 ９号 平成２３年度砂川市国民健康保険特別会計予算

議案第１０号 平成２３年度砂川市下水道事業特別会計予算

議案第１１号 平成２３年度砂川市介護保険特別会計予算

議案第１２号 平成２３年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１３号 平成２３年度砂川市病院事業会計予算

散会宣告

〇本日の会議に付した事件

日程第 １ 議案第１４号 砂川市専用水道施設条例を廃止する条例の制定について

議案第１７号 砂川市個別排水処理施設条例の一部を改正する条例の制定に
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ついて

議案第２０号 砂川市水道料金等助成条例の一部を改正する条例の制定につ

いて

議案第２４号 砂川市と中空知広域水道企業団における下水道使用料の算定

に関する事務等の委託に関する規約の変更について

議案第１６号 砂川市特別会計条例の一部を改正する条例の制定について

議案第１８号 砂川市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につい

て

議案第１９号 砂川市交通安全対策会議に関する条例の一部を改正する条例

の制定について

議案第２１号 砂川市と歌志内市における旅券交付申請及び交付に関する事

務の委託に関する規約の制定について

議案第２２号 砂川市と奈井江町における旅券交付申請及び交付に関する事

務の委託に関する規約の制定について

議案第２３号 砂川市と上砂川町における旅券交付申請及び交付に関する事

務の委託に関する規約の制定について

議案第２５号 市道路線の変更について

議案第 ８号 平成２３年度砂川市一般会計予算

議案第 ９号 平成２３年度砂川市国民健康保険特別会計予算

議案第１０号 平成２３年度砂川市下水道事業特別会計予算

議案第１１号 平成２３年度砂川市介護保険特別会計予算

議案第１２号 平成２３年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１３号 平成２３年度砂川市病院事業会計予算

〇出席議員（１３名）

議 長 北 谷 文 夫 君 副議長 東 英 男 君

議 員 矢 野 裕 司 君 議 員 増 田 吉 章 君

飯 澤 明 彦 君 中 江 清 美 君

吉 浦 やす子 君 一ノ瀬 弘 昭 君

尾 崎 静 夫 君 土 田 政 己 君

辻 勲 君 小 黒 弘 君

沢 田 広 志 君

〇欠席議員（０名）
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〇 議 会 出 席 者 報 告 〇

１．本議会に説明のため出席を求めた者は次のとおりである。

砂 川 市 長 菊 谷 勝 利

砂川市教育委員会委員長 柴 田 良 一

砂 川 市 監 査 委 員 奥 山 昭

砂川市選挙管理委員会委員長 曽 我 治 彦

砂 川 市 農 業 委 員 会 会 長 奥 山 俊 二

２．砂川市長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

副 市 長 小 原 幸 二

市 立 病 院 長 小 熊 豊

総 務 部 長
角 丸 誠 一

兼 会 計 管 理 者

市 民 部 長 井 上 克 也

経 済 部 長 栗 井 久 司

建 設 部 長 西 野 孝 行

建 設 部 技 監 金 田 芳 一

建 設 部 審 議 監 山 梨 政 己

市 立 病 院 事 務 局 長 小 俣 憲 治

市 立 病 院 事 務 局 審 議 監 佐 藤 進

総 務 課 長 古 木 信 繁

広 報 広 聴 課 長 湯 浅 克 己

３．砂川市教育委員会委員長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

教 育 長 四 反 田 孝 治

教 育 次 長 森 下 敏 彦

４．砂川市監査委員の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

監 査 事 務 局 局 長 中 出 利 明

５．砂川市選挙管理委員会委員長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

選挙管理委員会事務局長 角 丸 誠 一

６．砂川市農業委員会会長の委任を受け説明のため出席する者は次のとおりである。

農 業 委 員 会 事 務 局 長 栗 井 久 司

７．本議会の事務に従事する者は次のとおりである。

事 務 局 長 河 端 一 寿

事 務 局 次 長 加 茂 谷 和 夫

庶 務 係 長 佐 々 木 純 人

議 事 係 長 石 川 早 苗
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開議 午前１０時００分

◎開議宣告

〇議長 北谷文夫君 おはようございます。ただいまから本日の会議を開きます。

議事日程は、お手元に配付のとおりであります。

直ちに議事に入ります。

◎日程第１ 議案第１４号 砂川市専用水道施設条例を廃止する条例の制定につ

いて

議案第１７号 砂川市個別排水処理施設条例の一部を改正する条例

の制定について

議案第２０号 砂川市水道料金等助成条例の一部を改正する条例の

制定について

議案第２４号 砂川市と中空知広域水道企業団における下水道使用

料の算定に関する事務等の委託に関する規約の変更

について

議案第１６号 砂川市特別会計条例の一部を改正する条例の制定に

ついて

議案第１８号 砂川市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制

定について

議案第１９号 砂川市交通安全対策会議に関する条例の一部を改正

する条例の制定について

議案第２１号 砂川市と歌志内市における旅券交付申請及び交付に

関する事務の委託に関する規約の制定について

議案第２２号 砂川市と奈井江町における旅券交付申請及び交付に

関する事務の委託に関する規約の制定について

議案第２３号 砂川市と上砂川町における旅券交付申請及び交付に

関する事務の委託に関する規約の制定について

議案第２５号 市道路線の変更について

議案第 ８号 平成２３年度砂川市一般会計予算

議案第 ９号 平成２３年度砂川市国民健康保険特別会計予算

議案第１０号 平成２３年度砂川市下水道事業特別会計予算

議案第１１号 平成２３年度砂川市介護保険特別会計予算

議案第１２号 平成２３年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算

議案第１３号 平成２３年度砂川市病院事業会計予算

〇議長 北谷文夫君 日程第１、議案第１４号 砂川市専用水道施設条例を廃止する条例
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の制定について、議案第１７号 砂川市個別排水処理施設条例の一部を改正する条例の制

定について、議案第２０号 砂川市水道料金等助成条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、議案第２４号 砂川市と中空知広域水道企業団における下水道使用料の算定に関す

る事務等の委託に関する規約の変更について、議案第１６号 砂川市特別会計条例の一部

を改正する条例の制定について、議案第１８号 砂川市国民健康保険条例の一部を改正す

る条例の制定について、議案第１９号 砂川市交通安全対策会議に関する条例の一部を改

正する条例の制定について、議案第２１号 砂川市と歌志内市における旅券交付申請及び

交付に関する事務の委託に関する規約の制定について、議案第２２号 砂川市と奈井江町

における旅券交付申請及び交付に関する事務の委託に関する規約の制定について、議案第

２３号 砂川市と上砂川町における旅券交付申請及び交付に関する事務の委託に関する規

約の制定について、議案第２５号 市道路線の変更について、議案第８号 平成２３年度

砂川市一般会計予算、議案第９号 平成２３年度砂川市国民健康保険特別会計予算、議案

第１０号 平成２３年度砂川市下水道事業特別会計予算、議案第１１号 平成２３年度砂

川市介護保険特別会計予算、議案第１２号 平成２３年度砂川市後期高齢者医療特別会計

予算、議案第１３号 平成２３年度砂川市病院事業会計予算の１７件を一括議題といたし

ます。

各議案に対する提案者の説明を求めます。

建設部長。

〇建設部長 西野孝行君 （登壇） 私のほうから議案第１４号、第１７号、第２０号、

第２４号、第２５号についてご説明いたします。

初めに、議案第１４号 砂川市専用水道施設条例を廃止する条例の制定についてご説明

いたします。

廃止の理由は、北光地区の一部（袋地地区）の水道水の給水を西空知広域水道企業団が

行うことに伴い、本条例を廃止しようとするものであります。

次ページをごらんいただきたいと存じます。砂川市専用水道施設条例を廃止する条例。

砂川市専用水道施設条例（平成１０年条例第１号）は、廃止するものであります。

附則として、第１項は施行期日であり、この条例は、規則で定める日から施行するもの

であります。

第２項は、議会の議決に付すべき特に重要な公の施設の利用又は廃止に関する条例の一

部改正であり、議会の議決に付すべき特に重要な公の施設の利用又は廃止に関する条例

（平成１８年条例第１７号）第２条中、専用水道施設を規定している第１号を削り、第２

号を第１号とし、第３号を第２号とするものであります。

３ページに議案第１４号参考資料ナンバー１として協定書案を添付しておりますので、

ごらんいただきたいと存じます。これは、西空知広域水道企業団が北光袋地地区を給水区

域と定め、給水を行うことについての協定書案であり、第１条から給水の開始時期、法令
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の適用、施設建設費等の負担、収支状況の通知、条例改正等の場合の措置などの基本的事

項について砂川市長と西空知広域水道企業団企業長との間で締結しようとするものであり

ます。

次に、５ページの参考資料ナンバー２をごらんください。これは、北光袋地地区の給水

方法別の経費を概算で比較したものであります。（１）の西空知広域水道企業団が給水す

る場合と（２）の専用水道を維持していく場合の経費負担について、平成２３年度から平

成３２年度までの１０年間で比較したものであります。（１）の西空知広域水道企業団が

給水する場合のほうが概算で１，７６９万５，０００円ほど経費負担が軽減するところで

あります。

以上、お目通しをいただきますようによろしくお願いいたします。

次に、議案第１７号 砂川市個別排水処理施設条例の一部を改正する条例の制定につい

てご説明いたします。

改正の理由は、北光地区の一部（袋地地区）の水道水の給水を西空知広域水道企業団が

行うことに伴い、本条例の一部を改正しようとするものであります。

３ページの議案第１７号附属説明資料、新旧対照表でご説明いたします。表の左側が現

行、右側が改正後であり、改正部分にはアンダーラインを付しております。

第１４条は、汚水排水量の規定でありますが、第３項中「中空知広域水道企業団」の次

に「又は西空知広域水道企業団」を加える改正を行うものであります。これは、使用料算

出の基礎となる汚水排水量について、西空知広域水道企業団から給水を受ける世帯にあっ

ては西空知広域水道企業団が算定する水道の使用水量とする旨の改正であります。

附則として、この条例は、規則で定める日から施行するものであります。

次に、議案第２０号 砂川市水道料金等助成条例の一部を改正する条例の制定について

ご説明いたします。

改正の理由は、北光地区の一部（袋地地区）の水道水の給水を西空知広域水道企業団が

行うことに伴い、当該水道料金の一部を助成することにより水道料金の格差の解消と生活

の安定を図るため、本条例の一部を改正しようとするものであります。

５ページの議案第２０号附属説明資料、新旧対照表でご説明いたします。表の左側が現

行、右側が改正後であり、改正部分にはアンダーラインを付しております。

まず、題名中「水道料金等」を「水道料金」と改めるのは、本則において専用水道施設

使用料の規定を削ることによるものであります。

第１条の目的規定の改正については、専用水道施設を廃止し、西空知広域水道企業団が

給水を行うことに伴う字句の改正と、西空知広域水道企業団の水道料金と現行の水道料金

との差額を助成することについての目的を加えるものであります。現行の「砂川市が管理

する専用水道施設の使用料及び」を「又は西空知広域水道企業団」、「水道料金等」を

「水道料金」に改め、西空知広域水道企業団から給水を受ける世帯に対し、水道料金の一
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部を助成することにより、水道料金の格差の解消と生活の安定を図ると目的を規定するも

のであります。

第２条の助成対象者の改正は、助成対象者の範囲を改正するものであります。現行は、

次の各号に掲げる世帯に該当し、かつ、砂川市が管理する専用水道施設又は中空知広域水

道企業団が供給する水道の家事用の使用者として届け出ている者として第１号から第４号

までを規定しておりますが、改正後は大きく第１号と第２号に分け、第１号は中空知広域

水道企業団又は西空知広域水道企業団が供給する水道の家事用の使用者として届け出てい

る者であって、次に掲げる世帯に該当するものとしてアからエまで現行と同様な世帯を規

定するものであります。また、第２号として、西空知広域水道企業団が供給する水道の家

事用の使用者として届け出ている者のうち、前号に定める世帯以外のものを新たに助成対

象者として規定するものであります。

第４条の助成金の額の改正は、西空知広域水道企業団の給水後においても水道料金の負

担に変更が生じないように改正するものであり、改正後は第１項と第２項に分けて助成金

の額を定めるものであります。第１項は、第２条第１号に定める者の助成金の額を定める

ものですが、中空知広域水道企業団の次に（西空知広域水道企業団から給水を受ける世帯

にあっては、西空知広域水道企業団）を加え、現行の「水道料金等」を「水道料金」に改

めるものであります。第２項は、第２条第２号に定める者の助成金の額は、西空知広域水

道企業団が定めるところにより算定した水道料金の合計額と別表により算定した料金の合

計額との差額とすると定めるものであります。

第５条の助成方法の改正は、中空知広域水道企業団から給水を受ける助成対象者と西空

知広域水道企業団から給水を受ける助成対象者に対する助成の方法が異なるため、改正す

るものであります。第１項は、現行の助成対象者を中空知広域水道企業団から給水を受け

る助成対象者に、「水道料金等」を「水道料金」に改めるものであります。また、新たに

第３項として、市長は、西空知広域水道企業団から給水を受ける助成対象者に交付すべき

額を、規則で定めるところにより、助成対象者に支払うものとすると規定するものであり

ます。

第６条は、助成の始期ですが、水道料金等を水道料金に改めるものであります。

別表（第４条関係）は、改正後は第４条の規定に応じて第１項と第２項に分けて定める

ものであり、第１項は第２条第１号に定める世帯について定めるものであります。表中の

料金等の定めに変更はありませんが、備考について現行の１を（１）に、２を（２）に改

め、「中空知広域水道企業団が定める料金」を「水道料金の」に改めるものであります。

第２項は、第２条第２号に定める世帯について、中空知広域水道企業団水道事業給水条例

（平成１８年企業団条例第２号）の規定により算定した額と定めるものであります。

附則として、この条例は、規則で定める日から施行するものであります。

次に、議案第２４号 砂川市と中空知広域水道企業団における下水道使用料の算定に関
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する事務等の委託に関する規約の変更についてご説明いたします。

変更の理由は、北光地区の一部（袋地地区）の水道水の給水を西空知広域水道企業団が

行うことに伴い、専用水道を廃止するため、本規約の一部を改正しようとするものであり

ます。

３ページの議案第２４号附属説明資料、新旧対照表でご説明いたします。表の左側が現

行、右側が変更後であり、変更部分にはアンダーラインを付しております。

第２条は、委託事務の範囲の規定でありますが、専用水道施設にかかわる事務を委託事

務から除くため、第１号中現行の「、個別排水処理施設使用料及び専用水道施設使用料」

を「及び個別排水処理施設使用料」に改め、第５号、前各号のほか、専用水道施設の維持

管理に関する事務を削る改正を行うものであります。

また、第５号を削ることに伴い、第４条、第５条の経費の負担及び予算の執行の規定及

び第７条の決算の場合の措置の規定中「まで及び第５号」を削るものであります。

附則として、この規約は、双方協議して定める日から施行するものであります。

以上、よろしくご審議をくださいますようお願いいたします。

次に、議案第２５号 市道路線の変更についてご説明いたします。

市道路線の変更を行おうとする富平５線については、空知川寄りの区間が国有地であり

ますが、当該地周辺に農地を所有している農業者が圃場整備を行うため、当該国有地の取

得を必要としており、そのため富平５線の当該区間の市道認定の廃止が必要となっている

ものであります。当該区間は、現在未整備の状況であり、一般の通行がなく、道路の整備

計画もないこと、また地域町内会にも異存がないことなどから、地域農業の振興に資する

ため、要望に応じて変更しようとするものであります。

変更路線は、路線名、富平５線であり、起点を富平通りから高速横断１９号通りに変更

し、路線の延長を２，８５１メートルから２，７２５メートルに変更するものであります。

附属説明資料といたしまして、市道富平５線変更図を添付しておりますので、お目通し

をいただき、よろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。

〇議長 北谷文夫君 市民部長。

〇市民部長 井上克也君 （登壇） 私から議案第１６号、１８号、１９号及び２１号か

ら２３号までの６議案についてご説明申し上げます。

初めに、議案第１６号 砂川市特別会計条例の一部を改正する条例の制定についてご説

明申し上げます。

改正の理由でありますが、老人医療事業会計を廃止するため、本条例の一部を改正しよ

うとするものであります。

この件に関しましては、平成２０年４月に後期高齢者医療制度が創設された際に特別会

計である老人医療事業会計について法令により３年間設置することとされておりましたが、

今年３月３１日で３年が経過いたしますので、廃止するものであります。
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裏面をお開きいただきたいと存じます。砂川市特別会計条例の一部を改正する条例であ

りますが、改正の内容につきましては３ページ、附属説明資料の新旧対照表によりご説明

申し上げます。向かいまして左が現行、右が改正後となっております。改正部分につきま

しては、アンダーラインを表示しております。

第１条は、設置の定めで、現行「、老人医療事業」を改正後は削除するものであります。

第２条は、歳入及び歳出の定めであり、第４号、老人医療事業会計を削除し、現行第５

号を改正後は第４号に、現行第６号を改正後は第５号にそれぞれ改めるものであります。

裏面をお開きいただきたいと存じます。附則第１項は、施行期日であり、この条例は、

平成２３年４月１日から施行するものであります。

第２項からは経過措置であり、第２項はこの条例による改正前の砂川市特別会計条例第

２条第４号に規定する老人医療事業会計の平成２２年度の収入及び支出並びに同年度の決

算については、なお従前の例によることとし、第３項は平成２２年度老人医療事業会計の

出納が完結した際に生じた剰余金は、砂川市一般会計に編入するものと定めるものであり

ます。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第１８号 砂川市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定につ

いてご説明申し上げます。

改正の理由でありますが、平成２１年１０月１日から平成２３年３月３１日までの間、

暫定的に引き上げた出産育児一時金の支給額について、平成２３年４月１日からも継続す

ることに伴い、本条例の一部を改正しようとするものであります。

裏面をお開きいただきたいと存じます。砂川市国民健康保険条例の一部を改正する条例

でありますが、改正の内容につきましては３ページ、附属説明資料の新旧対照表によりご

説明申し上げます。向かいまして左が現行、右が改正後となっております。改正部分につ

きましては、アンダーラインを表示しております。

第８条は、出産育児一時金の定めで、現行３５万円を改正後は３９万円に改めるもので

あります。

現行附則第５項は、平成２１年１０月から平成２３年３月までの間の出産に係る出産育

児一時金の特例規定で、３５万円とあるのは３９万円と定めておりますが、改正後は第８

条の改正により削除するものであります。

改正後附則第１項は、施行期日であり、この条例は、平成２３年４月１日から施行する

ものであります。

第２項は、経過措置であり、この条例の施行の日前に出産した被保険者に係る出産育児

一時金の額については、なお従前の例によるものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第１９号 砂川市交通安全対策会議に関する条例の一部を改正する条



－84－

例の制定についてご説明申し上げます。

改正の理由でありますが、当市においては、これまで職を指定して委嘱してきたが、委

員となる者を相手方において指定することと改めるため、本条例の一部を改正しようとす

るものであります。

裏面をお開きいただきたいと存じます。砂川市交通安全対策会議に関する条例の一部を

改正する条例でありますが、改正の内容につきましては３ページ、新旧対照表によりご説

明申し上げます。向かいまして左が現行、右が改正後となっております。改正部分につき

ましては、アンダーラインを表示しております。

第３条は、会長及び委員の定めであり、第５項は委員の規定で、第１号から第６号に掲

げる者を市長が任命すると定めているものであります。現行第５項第１号中「技術長」を

改正後は「の職員」に、同項第２号中「北海道土木部札幌土木現業所技術長」を改正後は

北海道の支庁制度廃止による名称の変更も含めて「北海道空知総合振興局の職員」に改め

るものであります。

附則として、この条例は、平成２３年４月１日から施行するものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第２１号 砂川市と歌志内市における旅券交付申請及び交付に関する

事務の委託に関する規約の制定についてご説明申し上げます。

地方自治法第２５２条の１４第１項の規定により、砂川市と歌志内市における旅券交付

申請及び交付に関する事務の委託に関する規約を制定するものであります。

制定の理由は、本年７月、歌志内市が北海道より権限を移譲される旅券交付申請及び交

付に係る事務について、広域連携により当市が当該事務を受託するため、本規約を制定し

ようとするものでありますが、経過についてご説明申し上げます。

今回の旅券事務委託にかかわる事務につきましては、中空知広域市町村圏組合と空知総

合振興局が設置した中空知広域連携研究会での広域連携による事務の共同化の検討を踏ま

えて、砂川市を受託市として、歌志内市、奈井江町及び上砂川町の１市２町を委託市町と

して砂川市において事務を執行しようとするものであります。

裏面をお開きいただきたいと存じます。規約についてご説明申し上げます。第１条は、

趣旨規定で、この規約は、地方自治法の規定に基づき、砂川市と歌志内市における旅券交

付申請及び交付に関する事務の委託について必要な事項を定めるものであります。

第２条は、委託事務の範囲で、歌志内市は、旅券交付申請の受理、審査、北海道パスポ

ートセンターへの回送、旅券の管理及び旅券の交付に関する事務を砂川市に委託するもの

であります。

第３条は、管理及び執行の方法で、委託事務の管理及び執行については、砂川市の条例

及び規則、その他の規程の定めるところによるものであります。

第４条は、経費の負担規定で、第１項では、委託事務の管理及び執行に要する経費は歌
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志内市の負担とし、歌志内市はその年度に要した経費を砂川市に支払うものとし、第２項

では、経費の額及び納入の時期は砂川市長と歌志内市長との協議により定めるものとし、

砂川市長はあらかじめ委託事務に要する経費の見積もりに関する書類を歌志内市長に送付

するものであり、第３項では、経費の負担については砂川市と歌志内市との間で基本的な

算定方法を定めるものであります。

第５条は、委託事務の収支の分別規定で、砂川市長は、委託事務の管理及び執行に係る

収入及び支出については、砂川市歳入歳出予算において分別して計上するものであります。

第６条は、決算の場合の措置で、砂川市長は、地方自治法の規定により決算の要領を公

表したときは、同時に当該決算の委託事務に関する部分を歌志内市長に通知するものであ

ります。

第７条は、連絡会議等の定めで、第１項では、砂川市長は、委託事務の管理及び執行に

ついて連絡調整を図るため、必要があるときは歌志内市長と連絡会議を開くものとし、３

ページ、第２項では、連絡会議のほか、委託事務の円滑な運営を推進するため、必要に応

じて歌志内市の旅券交付申請事務関係者との連絡会議を、調整会議を開くことができると

規定するものであります。

第８条は、条例等改廃の場合の措置の定めで、第１項では、委託事務の管理及び執行に

適用される砂川市の条例等の全部もしくは一部を改廃しようとする場合においては、砂川

市長はあらかじめ歌志内市長に通知しなければならず、第２項では、これらが改廃された

場合において、砂川市長は直ちに当該条例等を歌志内市長に通知しなければならず、第３

項では、これら通知があったときは、歌志内市長は直ちに当該条例等を公表しなければな

らないと規定するものであります。

附則第１項として、この規約は、平成２３年７月１日から施行することとし、附則第２

項は、委託事務の全部もしくは一部を廃止する場合においては、当該委託事務の管理及び

執行に係る収支は、廃止の日をもってこれを打ち切り、砂川市長がこれを決算し、この場

合において、決算に伴い剰余金が発生したときは、速やかに歌志内市に還付しなければな

らないと規定するものであります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第２２号 砂川市と奈井江町における旅券交付申請及び交付に関する

事務の委託に関する規約の制定についてご説明申し上げます。

地方自治法第２５２条の１４第１項の規定により、砂川市と奈井江町における旅券交付

申請及び交付に関する事務の委託に関する規約を制定するものであります。

制定の理由は、本年７月、奈井江町が北海道より権限を移譲される旅券交付申請及び交

付に係る事務について、広域連携により当市が当該事務を受託するため、本規約を制定し

ようとするものであります。

裏面からの規約につきましては、さきにご説明いたしました議案第２１号と同様の内容
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でありますので、説明につきましては割愛をさせていただきます。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第２３号 砂川市と上砂川町における旅券交付申請及び交付に関する

事務の委託に関する規約の制定についてご説明申し上げます。

地方自治法第２５２条の１４第１項の規定により、砂川市と上砂川町における旅券交付

申請及び交付に関する事務の委託に関する規約を制定するものであります。

制定の理由は、本年７月、上砂川町が北海道より権限を移譲される旅券交付申請及び交

付に係る事務について、広域連携により当市が当該事務を受託するため、本規約を制定し

ようとするものであります。

裏面からの規約につきましては、さきにご説明いたしました議案第２１号と同様の内容

でありますので、説明につきましては割愛をさせていただきます。

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 北谷文夫君 総務部長。

〇総務部長 角丸誠一君 （登壇） 議案第８号 平成２３年度砂川市一般会計予算につ

いてご説明を申し上げます。

最初に、予算書の１ページをお開きいただきたいと存じます。第１条は、歳入歳出予算

でありますが、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０５億３００万円と定めるも

のであります。この予算は、平成２２年度当初予算と比較しますと３億１，５００万円の

減となり、対前年比で２．９％の減となったところであります。

第２条は、地方債でありますが、８ページ、第２表、地方債に記載のとおり、公営住宅

建設事業債以下４件について限度額の合計を５億７，８６０万円と定めるものであります。

第３条は、一時借入金でありますが、一時借入金の借り入れ最高額を３０億円と定める

ものであります。

第４条は、歳出予算の流用でありますが、同一款内で各項の間の経費の金額を流用する

ことができる場合は、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を

生じた場合と定めるものであります。

本年度は、統一地方選挙の年であり、市長の改選期に当たることから、政策的な予算は

改選後の議会に提案すべきものとして骨格予算としたところであります。しかし、今日の

疲弊した地域経済への影響も考慮し、選挙期間中の空白を避けるため、継続事業等必要最

小限の投資的事業も計上したところであります。

それでは、内容の説明を申し上げますが、予算編成方針の２３ページに平成２３年度予

算大綱説明資料を添付してございますので、これに沿って説明してまいります。歳出のほ

うからご説明いたしますので、２７ページをお開きいただきたいと存じます。予算書につ

いても各事業ごとに説明をしておりますので、本資料につきましても同じように表示をし

たところであります。説明資料につきましては、予算書のページを記載しておりますが、
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ページは省略して説明をいたします。また、各項目の頭に付してある一つ丸は継続事業で

あり、二重丸及びアンダーラインを付してあるのは新規事業あるいは臨時事業であります。

なお、括弧内の数字は前年度予算額であります。それでは、二重丸及びアンダーラインの

事業を中心に説明をしてまいります。

１款議会費は１億３，１１６万７，０００円で、昨年と比較して３，８０６万７，００

０円の増となりますが、主な要因は地方議会議員年金制度が６月１日に廃止となることに

伴う経過措置として給付に要する費用を地方公共団体が負担することから、議員共済会負

担金が増となることによるものであります。

２款総務費は５億７，９０７万１，０００円で、昨年と比較して２億７，０９４万３，

０００円の増となりますが、主な要因は財政調整基金積立金２億３，９７４万円、各種選

挙経費３，５４８万９，０００円の増であります。

以下、新規事業や増減の主なものを申し上げます。２目文書広報費の一つ丸、広報業務

に要する経費で備品購入費１１万１，０００円は、取材用のデジタルカメラを更新する経

費であります。同じく、二重丸、市勢要覧作成に要する経費で３０５万６，０００円の皆

増は、市長及び市議が改選されることから、砂川市の魅力や特徴も盛り込んで市内外に紹

介できるように市勢要覧を３，０００部作成する経費などであります。

５目財産管理費の一つ丸、共用車の管理に要する経費で車両購入費１，１１４万１，０

００円は、公用車３台の購入経費であり、走行距離１０万キロメートル以上かつ１１年を

超えることを基本要件として計画的に更新しているもので、車両状態が悪く修理費がかか

ることが見込まれる車両を更新するものであります。更新する車両は、現在の市長専用車

とデボネアの乗用車２台を１台として更新するもので、市長専用車は平成１２年新規登録

車を平成１５年に中古で購入、１１年を経過しており、ことし２月１日現在の走行距離総

数は１６万１，２２６キロメートル、車検日はことし４月２３日までとなっています。ま

た、デボネアは、平成８年に新車購入し、１５年を経過しており、ことし２月１日現在の

走行距離数は９万１，２９５キロメートル、車検日はことし７月２５日までとなっていま

す。購入する車両は、同様の乗用車で、共用車として活用するものであり、低燃費、低排

出ガス等の環境に配慮するとともに、搭乗者等の安全性を確保した車両を予定しています。

２台目は、公園管理用の軽トラックであり、平成９年新規登録車を平成１１年に中古で購

入し、１４年を経過しており、ことし２月１日現在の走行距離数は８万４４キロメートル、

車検日は５月１９日までで、同様の軽トラックに更新するものであります。３台目は、今

日的需要として多人数による用務の移動等に幅広く利活用するため、８人乗りのワンボッ

クス車両を新たに共用車として購入するもので、車種は環境に配慮したハイブリッド車両

を予定しています。

６目企画費の一つ丸、移住定住促進に要する経費でリーフレット作成費２２万１，００

０円は、平成２１年に作成した移住定住ガイドのリーフレットを更新する経費であります。
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同じく、二重丸、土地利用計画策定に要する経費で１０１万４，０００円の皆増は、国土

利用計画法に基づいて策定する砂川市計画であり、第６期総合計画において土地利用の基

本方針が定められましたので、総合計画に即して策定する経費であります。

１４目ヘリポート費の一つ丸、ヘリポートの維持管理に要する経費でヘリポート定期検

査手数料９万６，０００円、測量等委託料９万５，０００円、場内標識標示修繕工事費７

３万５，０００円は、航空法の規定により国土交通省の検査を受けるために必要な検査手

数料、測量及び図面作成、場内標識標示の修繕等であり、備品購入費４万１，０００円は

消火栓ホースを更新する経費であります。

１目徴税費の一つ丸、市税の徴収事務に要する経費でコンビニエンスストア収納事務手

数料６０万６，０００円は、市税収納の利便性の向上を図ることを目的に４月よりコンビ

ニエンスストアで収納を行うため、その代行業務に係る手数料であります。

１目戸籍住民基本台帳費の一つ丸、戸籍住民基本台帳に要する経費で地方自治情報セン

ター負担金６万３，０００円は、総合行政システムの更新に伴い、全国の字、町名までの

地名に対してコードを設定したファイルを購入するための負担金であります。同じく、一

つ丸、住民基本台帳ネットワークシステム管理に要する経費で備品購入費３５万４，００

０円は、公的個人認証サービス導入時に整備した機器が７年経過したことから、安定運用

とセキュリティー維持を図るため、機器を更新する経費であります。同じく、一つ丸、旅

券事務に要する経費で旅券端末保守点検委託料４万円は、ＩＣ旅券端末の安定した運用を

図るため、保守点検に係る経費であります。

２目知事・道議選挙費の二重丸、知事・道議選挙の執行に要する経費１，０５５万１，

０００円、３目市長・市議選挙費の二重丸、市長・市議選挙の執行に要する経費２，３２

３万９，０００円は、４月に実施される選挙に係る経費であり、４目農業委員会委員選挙

費の二重丸、農業委員会委員選挙の執行に要する経費１６９万９，０００円は、３年に１

回の選挙に係る経費で、いずれも皆増であります。参議院議員選挙費１，０６１万円は、

皆減であります。

１目統計調査費の一つ丸、国勢調査に要する経費９６１万円は、皆減であります。

３款民生費は１７億８，７８２万５，０００円で、昨年と比較して３，３９５万６，０

００円の増となりますが、子ども手当支給関連で３，４０１万１，０００円の増が主なも

のであります。

１目社会福祉総務費の二重丸、住宅手当緊急特別措置事業に要する経費１１６万９，０

００円は、平成２１年１０月１日より３年間をめどとして、離職者であって就労能力及び

就労意欲のある者のうち住宅を喪失している者、または喪失するおそれがある者に対して

住宅手当を支給するもので、扶助限度額１カ月３万１，０００円を６人、６カ月分を計上

するものであります。

２目知的障害者福祉費の一つ丸、知的障害者対策に要する経費で知的障害者相談員報酬
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２万５，０００円は、北海道から知的障害者に対して相談、更生など必要な援助を行うた

めの事務が移譲されたことに伴う相談員に対する報償費であります。同じく、一つ丸、知

的障害者地域生活支援に要する経費で成年後見人等報償補助金３３万６，０００円及び成

年後見人等申し立て費用補助金８万１，０００円は、判断能力が十分でない障害者に対し

成年後見制度の利用を促すことで自己決定の尊重及び権利の擁護を図るもので、後見人等

に対する報償、失礼しました、報酬などの費用負担が困難な申立人に対する助成経費であ

ります。

３目身体障害者福祉費の一つ丸、身体障害者対策に要する経費で身体障害者相談員報償

２万５，０００円は、北海道から身体障害者に対して相談、更生など必要な援助を行うた

めの事務が移譲されたことに伴う相談員に対する報償費であります。

次に、２８ページ、５目老人福祉費の一つ丸、在宅老人に要する経費で緊急通報装置設

置委託料１４万２，０００円は、在宅高齢者等の緊急時の安全性を確保するための機器設

置の委託料であります。同じく、二重丸、老人医療に要する経費１０万円の皆増は、老人

医療事業特別会計については老人保健制度が後期高齢者医療制度へ移行となったことに伴

い、法令により平成２３年度以降は特別会計の設置義務がなくなり、また医療機関におけ

る診療報酬請求に係る消滅時効の３年が経過するなど、歳入歳出ともに少額予算になるこ

とから、老人医療事業特別会計を廃止し、一般会計へ移行することによるものであります。

１目児童福祉費の一つ丸、児童の養育に要する経費で子ども手当システム改修委託料３

００万円は、平成２２年度より実施されている子ども手当は中学校終了までの児童生徒を

対象に月額１人につき１万３，０００円を支給していますが、平成２３年度より３歳未満

の子供について月額１人につき２万円に引き上げられることから、これに対応する電算シ

ステムの改修委託料であります。

４款衛生費は６億２，７０７万４，０００円で、昨年と比較して４，４４９万２，００

０円の増となりますが、北光袋地地区の飲料水供給について専用水道施設から西空知広域

水道企業団からの給水に切りかえるための経費４，５５４万３，０００円の増が主なもの

であります。

２目予防費の二重丸、子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業に要する経費１，４５９

万１，０００円の皆増は、本年１月臨時会で補正いたしました子宮頸がんワクチン、ヒブ

ワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンの３ワクチンの予防接種について平成２３年度も引き

続き実施するための経費であります。平成２２年度の補正予算では、子宮頸がんワクチン

の対象者を中学１年生から高校１年生相当までとする国の補助基準に対し、高校２年生相

当まで拡大して実施しているところであり、平成２３年度は新中学１年生から新高校３年

生相当までを対象とするものであります。なお、平成２４年度以降は新中学１年生相当の

みを対象とするものであります。同じく、二重丸、女性特有のがん検診推進事業に要する

経費２５４万１，０００円は、子育て支援の一環として受診率の低い子宮頸がん、乳がん
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検診の受診率を向上させようとするものであり、このため一定の年齢に達した女性に対し

無料クーポン券等の配付を継続して実施する経費であります。

６目飲料水供給費の二重丸、飲料水の供給に要する経費４，５５４万３，０００円の皆

増は、北光袋地地区における専用水道施設が更新時期を迎え、維持管理費の増加が見込ま

れる中、経費の抑制と安心、安全な水道水の供給のため、西空知広域水道企業団から給水

を受けることから、送水管の布設工事、ダム、浄水施設等に係る負担金及び給水の切りか

えに伴う水道料金の差額に対する補助金であります。

１目ごみ処理費の一つ丸、ごみ収集処理に要する経費で備品購入費１１２万５，０００

円は、テレビ、冷蔵庫などの特定家庭用機器廃棄物などの不法投棄を未然に防止し、環境

保全を図るため、不法投棄の懸念される場所に設置する監視カメラ及び不法投棄防止看板

の購入費であります。

２目し尿処理費の一つ丸、し尿処理に要する経費で石狩川流域下水道中部地区協議会負

担金９，０００円は、６市４町で構成する石狩川流域下水道中部地区協議会に月形町と雨

竜町が加わり、６市６町がし尿等を流域下水道奈井江浄化センターで処理するための前処

理を共同で行うことについて協議を進めるための会議経費を負担するものであります。

５款労働費は２，５１１万５，０００円で、昨年と比較して１０８万２，０００円の減

となります。

１目労働諸費の二重丸、緊急雇用創出事業に要する経費１，１３７万２，０００円は、

道央砂川工業団地環境整備委託料６８４万６，０００円及び商店街交通量、通行量等調査

委託料４５２万６，０００円で、全額道補助金によるものであり、平成２３年度は３カ年

補助の最終年度であります。道央砂川工業団地環境整備委託は、工業団地内の雑木の整理

などの環境整備を継続して行うもので、従事者５人中４人を新規雇用とするものであり、

商店街交通量、通行量等調査委託は中心市街地活性化の基礎資料とするため商店街におけ

る交通量、通行量調査を１１カ所で継続して行い、また商店街の商業的利用価値を評価す

るため顧客へのアンケート調査等を行うものであり、従事者６人中５人を新規雇用とする

ものであります。同じく、二重丸、重点分野雇用創出事業に要する経費３００万９，００

０円の皆増は、昨年までのふるさと雇用再生特別対策推進事業から移行したもので、全額

道補助金によるものであり、平成２３年度は３カ年補助の最終年度であります。

６款農林費は３，４２６万４，０００円で、昨年と比較して２７６万１，０００円の増

となります。

１目農業委員会費の一つ丸、農業委員会の運営に要する経費で水土里情報システム使用

料５万円は、水土里ネット北海道が事業主体となり、整備した農地や水利施設等の地図情

報及び農地情報のデータベースのシステム使用料であります。同じく、二重丸、農地制度

実施円滑化事業に要する経費１１６万２，０００円の皆増は、農地法の一部改正により、

農業委員会が担う新たな事務として農地の利用状況調査が義務化されたことから、農地の
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有効利用に向け、円滑な事務処理と適正な農地管理を行うための経費であります。

２目農業振興費の一つ丸、農業振興事業に要する経費で水土里情報システム使用料１０

万円は、先ほど説明しました農業委員会費の水土里情報システム使用料と同様であり、農

政課分のシステム使用料であります。同じく、二重丸、農地・水保全管理支払交付金事業

に要する経費７０５万円の皆増は、平成１９年度から実施される農地・水・環境保全活動

支援事業が見直しされたもので、平成２３年度から平成２７年度までの５年間、地域共同

による農地、農業用水等の資源の基礎的な保全管理活動に対し、国２分の１、道４分の１、

市４分の１の割合で支援するものであります。

３目農業基盤整備事業費の一つ丸、農業農村整備に要する経費で修繕料１４万２，００

０円は、市が管理する富平地区１９号排水路の市道横断管が長年の利用により管のつなぎ

目に破損が見られることから、修繕を行う経費であります。

１目林業振興費の一つ丸、林業振興対策に要する経費で備品購入費１３万１，０００円

は、捕獲したアライグマの処分については中空知農業共済組合に委託して獣医による薬殺

処分を行っていましたが、職員による炭酸ガスを用いた殺処分に変更し、経費の軽減を図

るもので、炭酸ガス調整器及び炭酸ガスボンベの購入費であります。

次に、２９ページ、７款商工費は９，６９８万６，０００円で、昨年と比較して４４０

万１，０００円の減となります。プレミアム商品券発行補助金の減が主なものであり、他

は特に申し上げることはありません。

８款土木費は７億１，１１１万９，０００円で、昨年と比較して５億９８３万円の減と

なります。主な要因は、骨格予算による道路橋梁新設改良費、市営住宅管理費、市営住宅

建設費の減であります。

２目道路橋梁維持費の二重丸、道路橋梁の修繕工事費９０万円は、駄馬の沢川泥だめ枡

土砂除去工事であります。

３目道路橋梁新設改良費の二重丸、道路橋梁新設改良事業費１億９７７万３，０００円

は、記載のとおり継続事業の道路改良舗装工事４路線であります。

１目都市計画総務費の一つ丸、都市計画事務に要する経費で都市計画マスタープラン等

印刷費１３５万円及び都市計画マスタープラン等策定委託料３００万３，０００円は、現

計画期間が平成１５年度から２２年度までであり、新たに都市計画区域を対象として住民

意見や第６期総合計画などを反映した中で市が定める都市計画の基本方針として計画を策

定する経費で、あわせて緑の基本計画も策定するものであります。

１目市営住宅管理費の一つ丸、市営住宅の管理に要する経費で備品購入費９万４，００

０円は、自治会等が団地内公園、緑地帯の草刈りを自主的に行う場合に芝刈り機等を貸与

してご協力をいただいているところでありますが、新たに実施する石山団地用の芝刈り機

１台の購入費であります。同じく、車両購入費１２２万３，０００円は、建築住宅課で管

理している公用車のうち小型貨物ワゴンが１７年を経過しており、車両状況が悪いことか
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ら、同様の車両に更新する経費であります。

２目住宅管理費の二重丸、ハートフル住まいる推進事業に要する経費２，１００万円は、

高齢者等安心住まいる住宅改修補助金１２２万５，０００円、永く住まいる住宅改修補助

金５０６万円、まちなか住まいる等住宅促進補助金１，４７１万５，０００円について、

国の補助率４５％の社会資本整備総合交付金を活用して行うものであります。同じく、一

つ丸、その他建築事務に要する経費で単価データ使用料１１万６，０００円は、工事積算

時に使用している単価表を利用する場合に今年度から必要となる単価データの権利を有す

る財団法人の利用許諾を得るための経費であります。

３目市営住宅建設費の二重丸、南吉野団地建設事業費１億４，６９９万６，０００円は、

公営住宅ストック総合活用計画に基づく南吉野団地の現地建てかえとして実施する平成２

２年度から２３年度の継続事業分２棟１３戸の建設と２７台分の駐車場整備、８０メート

ルの道路整備、移転に伴う補償費であります。同じく、二重丸、石山団地建設事業費６，

０８６万７，０００円は、同じく公営住宅ストック総合活用計画に基づく石山団地の現地

建てかえとして実施する平成２２年度から２３年度の継続事業分１棟６戸の建設、６台分

の駐車場整備、移転に伴う補償費であります。

９款消防費は３億５，０７２万２，０００円で、昨年と比較して８９６万円の減となり

ます。退職手当組合納付金の減が主なものであります。他は特に申し上げることはありま

せん。

１０款教育費は３億８，８８３万６，０００円で、昨年と比較して４５２万７，０００

円の増となります。

２目事務局費の一つ丸、教育関係団体に要する経費で第５地区教科用図書採択協議会負

担金１０万円は、平成２４年度から使用する中学校用の教科書について岩見沢市、夕張市

を除く空知管内市町で構成する採択協議会でどの教科書を採択するのか調査研究するため

の費用に係る砂川市負担分であります。

２目小学校教育振興費の二重丸、教師用教科書・指導書に要する経費５０８万円の皆増

は、平成２３年度からの小学校教科書改訂に伴い、教職員の指導方法の平準化を図り、各

児童が均一な学習が受けられるよう教師用教科書と指導書の購入費であります。

２目公民館費の一つ丸、公民館の管理に要する経費で備品購入費１３万２，０００円は、

有害虫の侵入防止及び高温対策のための網戸の購入費であり、平成２１年度から計画的に

設置しており、今年度は１階西側会議室等に設置するものであります。

１１款公債費は１９億２，０００万１，０００円で、昨年と比較して７，７８１万２，

０００円の減となります。

次に、３０ページ、１２款諸支出金は２４億３，６２１万８，０００円で、昨年と比較

して５，４５７万７，０００円の減となります。増減については記載のとおりであります。

特に振興公社貸付金２億円が皆減となっておりますが、病院会計繰出金が１億６，５５１
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万７，０００円の増で、地方交付税の算定において主に公債費分の算入の増や病床に係る

単価の増が主な要因であります。老人医療会計繰出金１０万５，０００円は、会計を廃止

し、一般会計に編入するため、皆減であります。

１３款職員費は１４億９６０万２，０００円で、昨年と比較して２，７９８万４，００

０円の減となりますが、主に退職手当組合精算納付負担金の減によるものであります。

災害復旧費２，５１０万円は、皆減であり、廃款であります。

以上が歳出であり、次に歳入について申し上げますが、戻っていただき、２３ページを

ごらんいただきたいと存じます。主なもののみ説明してまいります。１款市税は２０億２，

４３０万７，０００円で、昨年と比較して３，７０１万１，０００円の減となります。景

気後退の影響から個人市民税は所得の下落などにより２，０６２万６，０００円の減、法

人市民税は課税法人数の減などにより６３０万１，０００円の減、固定資産税は償却資産

分の減などにより９７４万５，０００円の減が主な要因であります。

次に、２４ページ、１０款地方交付税は４５億１，０００万円で、昨年と比較して８，

０００万円の増となりますが、これは地域主権改革に沿った財源の充実を図るため地方交

付税総額が前年度比約０．５兆円増額とされたことから、普通交付税を昨年の実績額をも

とに国で示された推計伸び率などにより前年度比１億５，０００万円の増、４１億３，０

００万としたことに加え、特別交付税の算定方法の簡素化、透明化等の取り組みとして交

付税総額における特別交付税の割合の現行６％を平成２３年度は５％、平成２４年度は４

％に段階的に引き下げ、普通交付税に移行となることから、特別交付税を前年度比７，０

００万円の減、３億８，０００万円としたことによるものであります。

次に、２５ページ、１４款国庫支出金は１０億９，５１４万８，０００円で、昨年と比

較して１億１，２８７万１，０００円の減となりますが、主な要因は骨格予算等による社

会資本整備総合交付金事業費１億４，７６７万７，０００円の減によるものであります。

１目民生費国庫負担金で知的障害者福祉費１，３０８万２，０００円の増は、自立支援

給付費で新体系移行に伴う給付費の増とサービス利用者の増が主なものであります。児童

福祉費３，５４７万６，０００円の増は、子ども手当費の増が主なものであります。生活

保護費１，８１８万９，０００円の減は、医療扶助費減の見込みによるものであります。

１目土木費国庫補助金で社会資本整備総合交付金１億４，７６７万７，０００円の減は、

骨格予算による公営住宅建設事業、公営住宅長寿命化改善事業等の減によるものでありま

す。

１５款道支出金は４億３，７１６万４，０００円で、昨年と比較して１，００３万９，

０００円の増となります。

１目民生費道負担金で知的障害者福祉費６５４万１，０００円の増は、新体系移行に伴

う給付費の増とサービス利用者の増によるものであります。

４目衛生費道補助金で子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進臨時特例交付金事業費６７５
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万６，０００円の皆増は、子宮頸がんワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン

の予防接種に係る道補助金であります。

１目総務費道委託金で統計調査費８６５万３，０００円の減は、国勢調査費の減であり、

知事・道議選挙費は１，０５５万１，０００円の皆増、参議院議員選挙費は１，０６１万

円の皆減であります。

次に、２６ページ、２１款市債は５７万、失礼しました、もとへ、５億７，８６０万円

で、昨年と比較して２億４，４７０万円の減となりますが、骨格予算による道路事業債、

公営住宅事業債、２億９，０９０万円の減と過疎地域自立促進特別事業債、いわゆる過疎

事業債ソフト事業分７，３１０万円及び臨時財政対策債２，０００万円の増が主なもので

あります。

以上が歳入でありますが、予算書の１９４ページ以降には給与費明細書、継続費に関す

る調書、債務負担行為に関する調書、地方債に関する調書を添付してございますので、ご

高覧の上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 北谷文夫君 １０分間休憩いたします。

休憩 午前１１時０７分

再開 午前１１時１７分

〇議長 北谷文夫君 休憩中の本会議を再開します。

引き続いて理事者の提案説明を求めます。

市民部長。

〇市民部長 井上克也君 （登壇） 私から議案第９号、１１号、１２号の３議案につい

てご説明申し上げます。

初めに、議案第９号 平成２３年度砂川市国民健康保険特別会計予算についてご説明申

し上げます。

２０９ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ２４億２，７９４万６，０００円と定めるものであります。

第２条は、一時借入金であり、一時借入金の借り入れの最高額は３億円と定めるもので

あります。

第３条は、歳出予算の流用であり、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じ

た場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の金額を流用することができると定

めるものであります。

それでは、歳出からご説明申し上げます。２４４ページをお開き願います。１款総務費、

１項１目一般管理費で対前年比２４２万３，０００円の減は、主に一般管理事務に要する

経費の給料以下職員手当、共済費の人件費の減によるものであります。

２４６ページをお開き願います。２目運営協議会費は、前年度と同額であります。

２項１目賦課徴収費で対前年比４，０００円の減は、主に賦課徴収事務に要する経費の
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通信運搬費の減であります。

３項１目特別対策事業費で対前年比１１２万円の減は、主に医療費適正化対策に要する

経費で、レセプト電算化に伴う臨時職員の賃金の減及び国保連合会へ委託していた特別業

務が市独自で処理可能となったことによる電算業務委託料の減でありますが、収納率向上

対策に要する経費ではコンビニエンスストア収納事務に要する手数料が増となっておりま

す。

２５０ページをお開き願います。２款保険給付費、１項１目一般被保険者療養給付費で

対前年比１億２，８００万円の減、２目退職被保険者等療養給付費で対前年比５００万円

の減となりますが、保険給付費が減少傾向にあることから、平成２２年度の決算見込額と

同程度を見込んだことによるものであります。

３目一般被保険者療養費で療養費及び４目退職被保険者等療養費は、前年度と同額であ

ります。

５目審査手数料で１０万８，０００円の減は、件数の減によるものであります。

２項高額療養費で対前年比９００万円の減は、１目一般被保険者高額療養費で対前年比

１，１００万円の減、２５２ページの２目退職被保険者等高額療養費で２００万円の増に

よるものであります。

２５４ページをお開き願います。３款後期高齢者支援金等、１項１目後期高齢者支援金

で対前年比１，２４２万６，０００円の増は、主に加入者１人当たり負担額単価の増によ

るものであります。

２５６ページをお開き願います。４款前期高齢者納付金等、１項１目前期高齢者納付金

で対前年比２６万９，０００円の増は、主に平成２１年度の精算額の増によるものであり

ます。

２５８ページをお開き願います。５款老人保健拠出金、１項１目老人保健医療費拠出金

で対前年比３３０万円の減は、老人保健分として平成２０年３月診療分以前に発生した医

療費が対象となることから、大幅な減となります。

２６０ページをお開き願います。６款介護納付金、１項１目介護納付金で対前年比５９

９万８，０００円の増は、第２号被保険者１人当たり負担額単価の増によるものでありま

す。

２６２ページをお開き願います。７款共同事業拠出金で対前年比１，８７６万９，００

０円の増は、平成２１年度以前３カ年分の医療費割等の精算による拠出割合の増によるも

のであり、１項１目高額医療費共同事業医療費拠出金で１，３６１万円の増、３目保険財

政共同安定化事業医療費拠出金で５１５万９，０００円の増によるものであります。

２６４ページをお開き願います。８款保健事業費、１項１目特定健康診査等事業費で６

２万７，０００円の増は、主にアンダーラインで表示しております保健師派遣事業負担金

５１万２，０００円の増によるものであり、これは平成２１年度から国民健康保険安定化
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計画指定市町村、準指定市町村に対し保健師派遣事業として国保連合会が人件費全額を負

担しておりましたが、平成２３年度からは保健師派遣事業実施要領が一部変更され、２分

の１が市町村の負担となったことによるものであります。

２項１目疾病予防費で対前年比３万５，０００円の増は、主に通信運搬費の増によるも

のであります。

２６８ページをお開き願います。９款基金積立金４１万９，０００円及び２７０ページ

の１０款公債費１０万円につきましては、特に申し上げることはございません。

２７２ページをお開き願います。１１款諸支出金で対前年比１，１９７万７，０００円

の減は、主に１項１目一般被保険者過年度過誤納還付金で療養給付費等負担金精算返還金

の減によるものであります。

２７４ページの１２款予備費については、特に申し上げることはございません。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては２１５ページ、総括でご説明させていた

だきます。１款国民健康保険税は３億４，４１５万９，０００円で、対前年比２４万１，

０００円の減となりますが、一般被保険者国民健康保険税の減によるものであります。

２款国庫支出金は５億７，３８５万２，０００円で、対前年比８，１４２万８，０００

円の減は、主に療養給付費等負担金の減によるものであります。

３款療養給付費等交付金は１億４００万１，０００円で、対前年比１，３５０万円の減

は、主に退職被保険者等療養給付費の減によるものであります。

４款前期高齢者交付金は７億４，３００万円で、対前年比８，６００万円の増は、主に

平成２１年度の精算額の増によるものであります。

５款道支出金１億１，７７０万１，０００円で、対前年比６４２万２，０００円の増は、

主に財政調整交付金の増によるものであります。

６款財産収入は、基金運用利息であり、特に申し上げることはございません。

７款共同事業交付金は３億６００万円で、対前年比４，７００万円の減は、交付金算定

ルールに伴う減であります。

８款繰入金は２億１３３万３，０００円で、対前年比３，３４９万９，０００円の減は、

主に財源調整による国保基金繰入金の減によるものであります。

９款繰越金について、特に申し上げることはございません。

１０款諸収入は１４７万９，０００円で、対前年比３，９５７万３，０００円の減は、

主に収支不足を翌年度の繰り上げ充用金で補てんする雑入の減によるものであります。

以上が歳入でありますが、予算書の２７６ページ以降には給与費明細書を添付しており

ますので、ご高覧の上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

続きまして、議案第１１号 平成２３年度砂川市介護保険特別会計予算についてご説明

申し上げます。

予算書の３２９ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予
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算の総額は、歳入歳出それぞれ１６億５，４３９万５，０００円と定めるものであります。

第２条は、一時借入金で、一時借入金の借り入れの最高額は１億円と定めるものであり

ます。

第３条は、歳出予算の流用であり、保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じ

た場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の金額を流用することができると定

めるものであります。

それでは、歳出からご説明申し上げます。３５６ページをお開き願います。１款総務費、

１項１目一般管理費で対前年比２２８万円の減は、前年度予算に計上した総合行政システ

ム機器更新に伴う介護保険システム機器更新委託料２９４万２，０００円の減が主なもの

であります。なお、二重丸、事業計画策定に要する経費６１万１，０００円は、平成２４

年度から平成２６年度までの３カ年の第５期介護保険事業計画策定に要する経費でありま

す。

３５８ページをお開き願います。３款介護認定審査会費で１１万８，０００円の減は、

２目認定調査費の主治医意見書の手数料及び調査委託料の減によるものであります。

３６０ページをお開き願います。２款保険給付費で対前年比５，７６１万円の増は、１

項１目居宅介護サービス給付費で１，５５３万４，０００円の増及び１項３目施設介護サ

ービス給付費で３，１８８万４，０００円の増が主な要因であります。

続きまして、３７０ページをお開き願います。３款基金積立金、１項１目基金積立金２

２５万８，０００円の減は、介護給付費準備基金積立金の減によるものであります。

３７６ページをお開き願います。４款地域支援事業費、２項１目包括的支援事業費で対

前年比３３８万２，０００円の減は、説明欄に記載しております地域包括支援センター業

務委託料の減によるものであり、２目任意事業費で１３０万３，０００円の減は、主に在

宅老人配食サービス委託料の減によるものであります。なお、アンダーラインを付してお

ります成年後見人等報酬補助金３３万６，０００円及び成年後見人等申し立て費用補助金

８万１，０００円は、老人福祉法の規定に基づき民法で定める成年後見制度の利用を支援

するため、後見人等報酬及び申し立て費用を補助するもので、新規予算として計上するも

のであります。

３７８ページをお開き願います。３項１目地域包括ケア推進事業費６４０万１，０００

円及び４項１目認知症対策等総合支援事業費４６１万２，０００円は、いずれも平成２２

年度に国のモデル事業として取り組んだ地域包括支援ネットワーク強化推進等業務及び認

知症対策連携強化業務を本年度においても砂川市地域包括支援センターに委託し、継続し

て取り組むもので、財源につきましては全額が国庫補助金となるものであります。

３８２ページをお開き願います。６款諸支出金で４４万２，０００円の増は、主に１項

２目基金償還金で平成２０年度に創設いたしました二重丸、介護従事者処遇改善臨時特例

基金が平成２３年度に失効することに伴い、基金残金を国へ返還する償還金３９万２，０
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００円の増によるものであります。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては３３５ページ、総括でご説明申し上げま

す。１款保険料は２億７，７４３万７，０００円で、対前年比６０７万円の減となります

が、所得階層第６段階から第８段階の被保険者数の減によるものであります。

２款分担金及び負担金は３７８万２，０００円で、対前年比８８万９，０００円の減は、

地域支援事業の配食サービス等の自己負担金の減によるものであります。

３款国庫支出金は４億５４万６，０００円で、対前年比２，３０５万３，０００円の増

は、介護給付費の負担ルール分及び調整交付金の増並びに国のモデル事業であります地域

包括ケア推進事業費及び認知症対策等総合支援事業費の国庫補助金の増によるものであり

ます。

４款支払基金交付金で対前年比１，７１２万９，０００円の増及び５款道支出金で対前

年比８２３万５，０００円の増につきましては、いずれも介護給付費の負担ルール分の増

によるものであります。

６款財産収入は３１万３，０００円で、対前年比１２万２，０００円の増は、基金運用

利息の増によるものであります。

７款繰入金は２億３，６７７万３，０００円で、対前年比１，７５９万１，０００円の

増は、介護給付費の負担ルール分の一般会計繰入金の増及び介護給付費の増に伴う介護給

付費準備基金繰入金の増によるものであります。

８款繰越金、９款諸収入については、前年度と同額であります。

なお、予算書の３８４ページ、３８５ページには給与費明細書、３８６ページ、３８７

ページには地方債に関する調書を添付しておりますので、ご高覧の上、よろしくご審議賜

りますようお願いを申し上げます。

続きまして、議案第１２号 平成２３年度砂川市後期高齢者医療特別会計予算について

ご説明申し上げます。

３８９ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予算の総額

は、歳入歳出それぞれ５億３８１万円と定めるものであります。

それでは、歳出からご説明申し上げます。４０６ページをお開き願います。１款総務費、

１項１目一般管理費で対前年比３０万１，０００円の増は、今年度が保険証の更新年に当

たることから、アンダーラインを付しております被保険者証等封入封緘委託料６万２，０

００円の増及びその他の経費である通信運搬費の増によるものであります。

２項１目徴収費で対前年比１万４，０００円の減は、主に印刷製本費の減によるもので

あります。

４０８ページをお開き願います。２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高

齢者医療広域連合納付金で３４万１，０００円の減は、保険基盤安定分及び療養給付費分

負担金で増となるものの、事務費分及び保険料分負担金で減となることによるものであり
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ます。

４１０ページをお開き願います。３款保健事業費、１項１目健康保持増進事業費で１１

万２，０００円の減は、前年度に計上した備品購入費の皆減によるものであります。

４１２ページをお開き願います。４款諸支出金で１３万６，０００円の減は、１項１目

過年度過誤納還付金の減によるものであります。

４１４ページの５款予備費については、特に申し上げることはございません。

以上が歳出でありますが、歳入につきましては３９３ページ、総括でご説明させていた

だきます。１款後期高齢者医療保険料は２億９８９万２，０００円で、対前年比６３９万

４，０００円の減となりますが、所得割賦課対象額の減が主な要因であります。

２款後期高齢者医療広域連合支出金は、前年度と同額であります。

３款繰入金は２億９，１９８万３，０００円で、対前年比６２１万円の増となりますが、

保険基盤安定分及び療養給付費分の一般会計繰入金の増が主な要因であります。

４款繰越金は、前年度と同額であります。

５款諸収入は１９３万３，０００円で、対前年比１２万４，０００円の減となりますが、

広域連合からの過年度過誤納還付金の減が主な要因であります。

以上、よろしくご審議賜りますようお願いを申し上げます。

〇議長 北谷文夫君 建設部長。

〇建設部長 西野孝行君 （登壇） 議案第１０号 平成２３年度砂川市下水道事業特別

会計予算についてご説明申し上げます。

予算書の２８５ページをお開き願います。第１条は、歳入歳出予算であり、歳入歳出予

算の総額は、歳入歳出それぞれ９億２，５７３万８，０００円と定めるものであります。

第２条は、地方債であり、２８８ページ、第２表、地方債に記載のとおり、限度額を２

億９，３１０万円と定めるものであります。

第３条は、一時借入金であり、一時借入金の借り入れ最高額を３億円と定めるものであ

ります。

予算の主な内容につきましては、３０６ページの歳出から前年度との比較でご説明いた

します。１款下水道費、１項１目一般管理費、前年度比９８万６，０００円の増は、下水

道中期ビジョン策定にかかわる協議会委員報償９万８，０００円の増と２７節公課費で使

用料収入の増加に伴う消費税納付額８２万４，０００円の増が主なものであります。

２目維持管理費、前年度比３２５万２，０００円の減は、１３節委託料で管路調査業務

が社会資本整備総合交付金の対象事業となり、４目の公共下水道整備事業費へ組みかえし

たことによる１００万円の減及び１９節負担金補助及び交付金で下水道使用料算定等事務

委託負担金５６万２，０００円の減、汚水排水量の減少による流域下水道組合負担金１５

８万８，０００円の減が主なものであります。

３目水洗化促進費は、前年度と同額であります。
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３１０ページをお開きください。４目公共下水道整備事業費、前年度比５９７万３，０

００円の増は、１３節委託料で１，００８万７，０００円の増、１５節工事請負費３３３

万５，０００円の減及び２２節補償補てん及び賠償金４６万円の減が主なものであります。

本年度の事業につきましては、説明欄に記載のとおり、雨水幹線の管渠新設工事が１カ所、

管渠改築工事が２カ所で、総延長１２１メートルの整備を予定しているところであります。

また、委託料では長寿命化対策の実施に向けた実施設計委託、公共下水道事業認可変更業

務委託及び管路調査委託を予定しております。

３１２ページをお開きください。５目流域下水道整備事業費、対前年度比５８万４，０

００円の増は、北海道が施行する流域下水道施設の更新工事にかかわる負担金の増が主な

ものであります。

３１４ページをお開きください。２款個別排水処理事業費、１項１目個別排水処理事業

費、対前年度比３９万２，０００円の増は、１３節委託料で合併処理浄化槽が昨年度当初

より７基ふえたことによる浄化槽維持管理委託料の増が主なものであります。

３１６ページをお開きください。３款公債費、対前年度比２，９６２万８，０００円の

減は、１目元金で起債残高の減少による償還元金１，３７２万２，０００円の減と２目利

子で起債残高の減少及び高金利債の借りかえ等による償還利子１，５９０万６，０００円

の減によるものであります。

３１８ページ、４款諸支出金、１項１目過年度過誤納還付金は、前年度と同額でありま

す。

続きまして、歳入につきましては２８９ページの総括でご説明いたします。１款分担金

及び負担金、対前年度比８９万６，０００円の減は、下水道整備事業の減少に伴う現年賦

課分の下水道受益者分担金及び受益者負担金の減が主なものであります。

２款使用料及び手数料、対前年度比３８７万７，０００円の増は、下水道使用料の現年

度分について平成２２年度決算見込みをもとに汚水排水量を増と見込んだことによるもの

であります。

３款国庫支出金、対前年度比５０万円の増は、社会資本整備総合交付金にかかわる事業

費が増となることによるものであります。

４款繰入金、対前年度比２，６９８万５，０００円の減は、使用料収入の増及び公債費

の減が主な要因であります。

６款諸収入、対前年度比２４万１，０００円の減は、貸付償還者の減少による水洗便所

皆増貸付金元利収入の減が主なものであります。

７款市債、対前年度比１２０万円の減は、償還元金の減少による資本費平準化債７１０

万円の減と事業費増による公共下水道整備事業債２９０万円の増、流域下水道整備事業債

３００万円の増によるものであります。

なお、３２０ページ以降は関連調書を添付しておりますので、お目通しをいただき、よ
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ろしくご審議賜りますようお願いいたします。

〇議長 北谷文夫君 市立病院事務局長。

〇市立病院事務局長 小俣憲治君 （登壇） 議案第１３号 平成２３年度砂川市病院事

業会計予算につきましてご説明申し上げます。

初めに、１ページをごらんください。第２条は、本年度の業務の予定量を（１）、病床

数５２１床、（２）、年間患者数は入院を１３万９，９４１人、外来を２６万７，７５７

人とし、（３）、１日平均患者数では入院を３８２人、外来を１，０９３人と予定したと

ころであります。（４）、主要な建設改良事業は、１として改築事業、２として医療機械

器具整備事業を実施するものであります。改築事業につきましては、平成２０年度予算に

おいて工事に係る継続費についてご承認をいただいているところであります。

第３条は、収益的収入及び支出でありますが、病院事業収益を１０７億５，６６１万６，

０００円と定め、病院事業費用を１２７億１，２１９万７，０００円と定めるものであり

ます。

２ページをお開きください。第４条は、資本的収入及び支出でありますが、資本的収入

は２６億９，６４０万７，０００円、資本的支出は３１億５，４４４万６，０００円と定

める。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４億５，８０３万９，０００円を過

年度分損益勘定留保資金で補てんするものであります。

第５条は、企業債でありますが、改築事業として２９億８，９５０万円、医療機械器具

整備事業として８，８１０万円、総額３０億７，７６０万円に限度額を定めるものであり

ます。起債の方法、利率、償還の方法はそれぞれ記載のとおりであります。

第６条は、一時借入金の限度額を３億円と定めるものであります。

第７条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費を（１）、職員給与費

で５９億８，０４０万３，０００円、（２）、交際費で２５０万円と定めるものでありま

す。

第８条は、棚卸資産の購入限度額を１６億５，４８０万７，０００円と定めるものであ

ります。

第９条は、重要な資産の取得及び処分を器械備品で気管支鏡・消化器内視鏡トレーニン

グシミュレーターを取得するものであります。

４ページをお開きください。次に、主な内容のご説明を申し上げます。収益的収入であ

りますが、１項医業収益は前年度より２億７，９１４万３，０００円、２．９％増の９８

億２，７６５万６，０００円を予定したところであります。この内容といたしましては、

１目入院収益で前年度より１億９，０２６万２，０００円増の６９億４，８９１万円で、

１人当たりの診療単価では前年度より４４９円増の４万９，６５６円を予定したところで

あります。

２目外来収益は、前年度より５，３９６万８，０００円増の２６億９，１７６万１，０
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００円で、１人当たりの診療単価では前年度より５７円増の１万５３円を予定したところ

であります。

３目その他医業収益は、前年度より３，４９１万３，０００円増の１億８，６９８万５，

０００円を予定したところであります。

次に、２項医業外収益は、前年度より１億７，３１２万５，０００円増の８億３，８４

９万１，０００円を予定したところであります。この内容としましては、１目受取利息配

当金で前年度より１４４万８，０００円減の５万２，０００円、２目補助金で前年度より

１５７万円減の５，１６８万５，０００円、６ページをお開きください、３目負担金交付

金で国の交付税算入に基づいた市からの繰入金を前年度より１億７，１４７万１，０００

円増の６億７，６６６万９，０００円、４目その他医業外収益は主に新病院における院内

施設使用料の収入増により前年度より４６７万２，０００円増の１億１，００８万５，０

００円と予定したところであります。

３項看護専門学校収益は、前年度より７８７万９，０００円減の９，０１６万９，００

０円を予定したところであります。

４項特別利益は、前年度同様に３０万円を予定したところであります。

次に、８ページをお開きください。収益的支出についてでありますが、１項医業費用は

前年度より１３億２，１７０万９，０００円、１２．６％増の１１８億５５２万８，００

０円を予定したところであります。主な内容としましては、１目給与費で医師、看護師等

の職員採用に伴い前年度より１億４，７８４万５，０００円増の５８億４，１０５万９，

０００円、２目材料費で主にがん治療など抗がん剤による注射薬品等の増により前年度よ

り２億１，７７５万７，０００円増の３０億１，８８７万１，０００円を予定したところ

であります。

１０ページをお開きください。３目経費は、前年度より２，５６７万９，０００円減の

１５億４，２２９万９，０００円を予定したところであります。主な内容としましては、

５節消耗品費及び６節消耗備品費で前年度は新病院開院に伴う消耗品や消耗備品に係る費

用を予算計上しており、今年度は減になったこと、７節光熱水費では電気料の増、８節燃

料費では重油単価改定による増、次に１３ページにまいりまして、１５節委託料では主に

新病院における業務内容の変更等に伴う増によるものであります。

４目減価償却費は、新病院の建物に係る減価償却費及び器械備品に係る減価償却費が増

となったもので、前年度より９億８，４４３万５，０００円増の１３億４，４８８万５，

０００円を予定したところであります。

１４ページをお開きください。６目研究研修費は、道内、道外研修に係る旅費、治験数

の減に伴う研究受託費などについて減となったもので、前年度より２６４万９，０００円

減の５，８４１万３，０００円を予定したところであります。

２項医業外費用は、企業債利息の増によるもので、前年度より１億５５万４，０００円
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増の１億４，７７０万９，０００円を予定したところであります。

３項看護専門学校費用は、前年度より５１４万２，０００円増の１億１，０８８万４，

０００円を予定したところであります。

１８ページをお開きください。４項特別損失は、前年度より５億８，４１７万４，００

０円減の６億４，８０７万６，０００円を予定したところであります。主な内容としまし

ては、１目過年度損益修正損で３，６６０万１，０００円の減、３目病院移転費で、これ

は南館開院に伴う移転費であり、前年度より１億１，３４１万４，０００円の減、４目旧

病院除却費で４億３，３７０万５，０００円の減によるものであります。

２０ページをお開きください。資本的収入でありますが、１項企業債は改築事業及び医

療器械購入に係る借り入れ予定額で、前年度より８６億９００万円減の２２億２，８８０

万円を予定したところであります。

２項投資償還金は、１目長期貸付金償還金で、看護学生学資貸付金償還者の増で前年度

より１４６万６，０００円増の１，１４７万６，０００円を予定したところであります。

３項補助金は、１目国庫補助金で前年度より８，２６４万３，０００円減の３億５，０

２４万４，０００円を予定したところであります。

４項出資金は、国の交付税算入に基づいた市からの出資金で、繰り入れ基準である企業

債元金償還金の増により前年度より２６１万円増の１億５８８万６，０００円を予定した

ところであります。

２２ページをお開きください。資本的支出でありますが、１項建設改良費は前年度より

９０億４，０７４万１，０００円減の２７億１３３万８，０００円を予定したところであ

ります。これは、１目改築事業費の１節建設費、２節事務費で前年度より３７億９，９５

３万８，０００円減の２５億５，２０３万１，０００円、３目資産購入費で医療機械器具

の整備を図るもので、前年度より５１億４，９７４万８，０００円減の１億４，８２４万

５，０００円、４目建設利息で前年度より８，３７１万６，０００円減の１０６万２，０

００円と予定したものであります。

２項企業債償還金は、１目元金償還金で前年度より３億１，６３４万３，０００円減の

４億４，４８２万８，０００円と予定したところであります。

３項投資は、１目長期貸付金で看護学生への学資貸付金の貸付予定者を前年度より７名

減と見込んでいることから前年度より１９３万２，０００円減の８２８万円と予定したと

ころであります。

２４ページ以降は、財務諸表など予算に関連する資料であります。ご高覧をいただきま

して、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

〇議長 北谷文夫君 以上で各議案の提案説明を終わります。

◎休会の件について
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〇議長 北谷文夫君 お諮りいたします。

３月１０日は、議案調査等のため本会議を休会したいと思います。このことにご異議ご

ざいませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

ご異議なしと認め、３月１０日は休会とすることに決定をいたしました。

◎散会宣告

〇議長 北谷文夫君 以上で本日の日程はすべて終了いたしました。

本日はこれで散会といたします。

散会 午前１１時５３分


